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能登 半島に お ける大気 中多環芳香族炭化水素及 びニ トロ 多環芳香族炭化 水素の

季節変動とその 要 因
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【は じめに】大気 1．！亅に 存在す る多環芳 香族炭 化水素 （PAH ）や ニ トロ 多環 芳香族炭化水 素 （NPAH ）は化石燃

料 を使 用す る 自動 車，工 場，暖房 な どを発 生源 と し，発 が ん 性 ，変異原性 あ る い は 内分泌撹 乱作 用 を有す る

こ と が 知 ら れ て い る．発 表 者ら は こ れ ま で に 環 ［本海諸国 の 大 気 中 PAH ，　 NPAH 濃度の 調査 を 行 い ，中国 の

都 市 （北京 ， 瀋陽 ， 撫順 ，
鉄 嶺 ） で は

，
PAH 濃 度 が 日本 の 都 ）tiと比 べ て 100 倍以 上

，
　 NPAH 濃 度 も 10倍 程度

高い こ と，石 炭暖房を使用す る 冬季に は 大気中 PAH ，　 NPAH 濃度が特に 上 昇する こ とを明 らか に した、、さ ら

に ，能 登 半島先端部の 大気を経年的に捕集 し，PAH 濃度の 季節 変化や そ の 組 成を中「玉1の 都 iti大気 と 比 較する

こ とで 冬に中国 の 北部 で 発生 した PAH が 日本 ま で 長距離輸送 され て い る 二 とをつ き とめ た。しか し，能登半

島 で は NPAH の 大 気 中濃度が 極 め て 低 い た め ，当 時 の 分析 法 で は 1一分 に 対応 で き な か っ た、、そ こ で ，本研 究

で は ，代表的な
一

次 生 成 NPAH で あ る 1一二 トロ ビ
．
レ ン （1−NP ） と tZ次 生 成 NPAH で あ る 2−NP ，2一ニ トロ フ ル

オ ラ ン テ ン （2−NFR ） を分析対象 と し た改良 NPAH 分析法を用 い て能登 半島 大気 中 の NPAH も追 跡 し，能 登

半島に お け る大気中PAH ，　 NPAH の 濃度，季節変動 及 び そ の 要因 を明 ら か に す る こ と を 日的と した 、，

【方法】 冂本海 に 突 き出た能 登半 1島の 北端 に位置す る 金 沢 大 学輪島大気観測 ス テ
ー

シ ョ ン （石 川 県輪島 市西
一
1又 町 に あ る 1日環境省酸性雨 モ ニ タ リ ン グ ス テ ー

ン ヨ ン 〉で ハ イ ボ リウ ム エ ア ーサ ン フ ラー （紀本電子 ，

123XL 型） を用 い ，石 英繊維 フ ィ ル ター
上に 総大気 浮遊粒子 状物質 を捕集 し た。フ ィ ル ター

は 1 週間 ご とに

交 換 し，捕集期間 は 2006 年 1 月 13 冂 か ら 2007 年 12 月 28U の 2 年 間 で あっ た 、捕集後 の フ ィル タ
ー

を所 定

の 前 処 理 を 施 し た 後，ア メ リ カ 環 境保護局 に 優 先取 り組 み化 合物 と して リ ス トア ッ プ され た 16 種 の PAH の

うち，4 か ら 6 環構造 を もつ 9種 類 の PAH は 蛍光検 出 HPLC を用 い て ，前出 の 3 種類 の NPAH は化学発 光検

出 HPLC を 用 い て 分析 した ．t

NPAII と PAH の 間 に もゴ虫レ、雫日関 fu　
’
g

見 られ た た め
， 輪島大気 中 の PAH

と NPAH は i司 ．
の 発 生源 に 起因す

る と考え られ た 。さ らに ，卞 要 発

生源 の 特定 マ
ー

カ
ー

で あ る 1−NP ，
ピ レ ン 濃度 比 （［1−NP ］〆［Pyr］） を比

較 した とこ ろ，輪島 の 大 気 「t
’
i　PAH ，

・
次生成 NPAH の 組 成 は ，冬で は

中鷹 北 部の 都 市で あ る 瀋 陽，夏 で

は 金 沢 の そ れ に 近 似 して い た t，冬

に 輪 島 に 流れ 込 む 大気 は ほ とん ど

中匡1北 部 を経 由す る こ と か ら，
PAH の みな らず 一

次生成 NPAII も

中国 大陸 か ら長距離輸送 され た こ

と が 明 らか に な っ た、

【結果及び考察】大気 中総 PAII と総 NPAH 濃度は ，2006 年で は 1 月〜4 月 は 高 い レ ベ ル を維 持 した が 5 月

か ら濃度 が 減 少 し た ul1 月 か ら再 び 濃 度が上昇 し，そ の 後高 い 濃度が 2007年 3 月 まで 持続 し た。4 月以降は

低 い 濃度で 推移 し た が le 月末か ら再び濃度 ヒ昇 し た。こ の よ うに輪島の 大気中 PAH ，　 NPAH 濃度は冬高夏

低の 推移を 示 し た、 こ れ ら の 上 昇時期 は，い ずれ も中国 の 北部の 都市で 石炭暖房 が使 用 され る期間 と
…一

致 し

て い た （図 i）。 ま た ，い ず れ の
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図 1 輪島の 大気中PAH 、　NPAH 濃度

o

　
一
方，輪島の 大気 中［2−NFR ］1［1−NP 】比 1：L，夏 に 5 以 ｝：の と き が 見 ら れ た が ，冬 は 常 に 5 を ト回 っ て 推移 し

て い た こ とか ら，冬 に 輪 島 に お け る NPAH の 大気 中 二 次生成 反 応 の 寄 与は 小 さい こ とが 示唆され た ．しか も，

輪島 の 大気 中 2−NP ，2−NFR 濃 度は
一
二次生成反応 が 起 こ りに くい 冬に ．E昇 して い る た め，2−NFR ，2−NP も中

国 東北地 方か ら長距離 輸送 され て い る と考 え られ た 、
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